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学校経営のテーマ『変えてはならないものを守るために、変えるべきものを変え続ける』

２０５日の教育活動の成果は、一人ひとりの成長です。

令和５年度の修了式を行いました。春分の日の強い風と雪により、そこまで来ている春の気配
が遠のいた感じもありますが、修了証書を受け取った生徒の表情からは、２０５日積み重ねてき
た学校生活への自信と、次のステージに向けた意欲を感じることができました。
本日、学級担任から通知票を手渡しました。心を込めて記した所見からは、生徒一人ひとりの

１年間の頑張りと成長の跡を見ることができます。通知票にはお子さんの１年間の努力が詰まっ
ています。教科の評定にとどまらず、担任の所見や特別活動の記録の成果についても称賛してい
ただき、新年度の学校生活につなげていただきたいと思います。
１年間の教育活動へのご理解とご協力に感謝いたします。ありがとうございました。

【令和５年度修了式 ３月２２日（金）】
各学年の代表生徒が今年度を振り返るとともに、進級にあたっての抱負を述べました。しっかりと

した自己評価と今後の的確な目標設定に、さらなる活躍を予感させられました。来年度のスタートが
楽しみになる内容でした。

修了式 校長式辞 ※一部抜粋

今年度の締めくくりに当たり、これまでみなさんに話した内容から、１つだけ振り
返ります。１学期終業式に、『皆さんはそれぞれ「○○になりたい」、「○○をできるよ
うにしたい」という夢や希望をもっていると思います。その「想いをかたちに」して
ほしい。』と話しました。

みなさんの「想いをかたちに」するためには、２つ条件があると思っています。１
つは、「何かに本気で取り組んだ自分がいる」ということ。もう１つは、「仲間と互い
を支え合い、励まし合い、認め合い、高め合う自分がいる」ということです。

この春休みに、自分は今年度「本気」になることは出来ただろうか。「仲間と支え合
い、励まし合い、認め合い、高め合うこと」は出来ただろうかと振り返り、来年度さ
らに夢や希望の実現に近づいてほしいと思います。
本校の教育目標は「自立」です。自立へと向かうためにめざしている４つの生徒像

があります。「進んで学習する生徒」、「思いやりを持って行動する生徒」、「健康で安全
な生活を実現できる生徒」、「社会や人の役に立ち、その喜びを味わえる生徒」の４つ
です。明日から春休みに入りますが新年度まではあっという間です。一日一日を大切
にして、新年度のスタートに向けて、心構えをつくりながら過ごしてください。そし
て、始業式にはやる気に満ち溢れた元気な姿を見せてください。
４月からは、新たに新入生が入学してきます。ここにいる皆さん一人ひとりが、岩

江中学校のめざす生徒像の実現に向けて、自ら行動し、よい手本となるよう期待して
います。

【ＰＴＡ会計監査会・新旧役員会 ３月１５日（金）】
今年度最後のＰＴＡ事業である、会計監査会・役員会を開催しました。学校現場においてスクラ
ップするということは大変勇気のいることですが、本校ＰＴＡにおいては、委員会や活動内容の精
選を図りながら、できることを工夫しながら活動を行っていただきました。
本部役員の皆様をはじめ、ＰＴＡ会員である保護者の皆様にご協力をいただきありがとうござい

ました。




